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今
回
の
広
報
紙
「
ふ
よ
う
」
は
い

か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
第
一
面

に
は
広
報
紙
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞
さ

れ
た
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
紙
面
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
広
報
紙

ば
か
り
で
し
た
。

　
４
面
５
面
に
は
Ｉ
Ｔ
特
別
委
員
会

の
特
集
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
本

紙
で
は
こ
の
特
別
委
員
会
を
通
じ
て
、

広
報
紙
の
そ
の
先
に
あ
る
可
能
性
を

皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
し
た
。Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
、
あ
く

ま
で
効
率
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
本
紙
の
よ
う
な
紙
媒

体
か
ら
Ｉ
Ｔ
を
つ
な
ぎ
、
様
々
な
人

同
士
が
情
報
を
共
有
し
、
効
率
化
に

よ
っ
て
出
来
た
「
余
裕
」
で
実
際
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
を
広

げ
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
号
で
令
和
３
年
度
の
広
報
委

員
会
が
終
了
し
ま
す
。
読
者
の
皆

様
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　（
辻
　
宗
志
）

編
集
後
記

﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
能
古
島
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
波
の
声
」

﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
能
古
島
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
波
の
声
」

１
３
６
号
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
記
事
で
は
、写
真
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、

イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
深
ま
り
、
よ
か
っ
た
で
す
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
も
可
能
な
活
動
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
そ
の

工
夫
、
内
容
の
濃
い
様
々
な
講
演
会
・
研
修
会
で
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
時

期
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
わ
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。

●
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
で
す
が
、
人
生
に
は
助
け
合

い
が
必
要
な
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
あ
た
た

か
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
紹
介
で
き
る
と
よ
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

●「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
て
も
心
に
残
り
ま
す
。
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08 定期総会
PTA活動活性化推進事業

04
˜05『IT』でなにが変わるの？

07 いじめ防止標語コンクールみんなで
考えよう

06 会長・担当副会長合同研修会
全市一斉ＰＴＡ研修講座

おとなも子どももよりスマートに！

　福岡市内の小・中学校PTAから多数の応募をいただき、日本PTA全国協議会の基準をもとに厳正なる審査を行った結果、上記
の10校の広報紙を優秀作品として全国小・中学校PTA広報紙コンクールへ推薦させていただくことになりました。
　また、今回残念ながら優秀作品に選ばれなかった作品も、広報紙を作成された方々の工夫と努力を感じることができました。

　福岡市内の小・中学校PTAから多数の応募をいただき、日本PTA全国協議会の基準をもとに厳正なる審査を行った結果、上記
の10校の広報紙を優秀作品として全国小・中学校PTA広報紙コンクールへ推薦させていただくことになりました。
　また、今回残念ながら優秀作品に選ばれなかった作品も、広報紙を作成された方々の工夫と努力を感じることができました。
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Ｔ
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Ｔ
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Ｔ
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中

生
か
そ
う
！

　読
者
の
声

ＰＴＡ広報紙コ
ンクール

令和４年度
教育予算要望回答に
ついての意見交換会
令和４年５月19日　オンライン（ｚｏｏｍ）

　昨年７月に福岡市ＰＴＡ協議会
が教育委員会に提出した令和４年
度の教育予算要望に対して回答書
を受理し、それに伴い市Ｐ協役員
と教育委員会関係者との意見交換
会を行いました。

会長挨拶 新役員紹介 どんなひと？

代表者会・常置委員会紹介

福岡市ＰＴＡ協議会定期総会 『みんなで育とう！！子どもとともに』
～学びを止めない“ＰＴＡの新しい活動様式”の実践～

スローガン

　５月26日、第51回福岡市ＰＴＡ協議会定期総会が開催されました。今回はももち文
化センター大ホールとオンラインのハイブリット形式での開催となり、例年よりも少なかっ
たものの、会場に足を運ばれていた方もいらっしゃいました。
　ここ数年はオンライン開催であったため中止になっていた開会行事も３年ぶりに行わ
れました。公務ご多用の中、福岡市長代理の野中晶こども未来局局長、伊藤嘉人福
岡市議会議長、石橋正信福岡市教育長ほか、多数のご来賓の皆様にご臨席いただ
きました。はじめに、福岡市ＰＴＡ協議会岡村耕二会長より「ＰＴＡ活動は、子どもた
ちのために何かすることも大切だけれども、子どもたちに、私たち大人のがんばっている
背中を見せることが大事です。」と挨拶がありました。表彰式では、福岡市のＰＴＡ活
動にご尽力いただいた団体・個人に対し、各種表彰状ならびに感謝状の贈呈が行わ
れました。
　総会では、令和３年度事業・活動報告、決算・会計監査報告のあと、令和４年度の事業・活動計画案および予算案が承認されました。続い
て令和４年度役員・会計監査案が承認され、令和４年度新体制がスタートいたしました。

　PTA活動活性化推進事業は、各学校のPTA活動をさらに活性化するとい

う目的に合致する事業に対して、福岡市PTA協議会が「PTA活動活性化推

進事業」として助成するものです。

　令和３年度はコロナ禍で活動の停滞を余儀なくされた各PTAが、アフター

コロナに向けて、誰もが参加しやすい環境づくりと活動への理解を深め、

活動を活性化させて元気なPTA活動を取り戻すことを目的に行われました。

　多数の事業提案の中から、37校が選ばれ、様々な事業が実施されました。

　特別支援学校のPTAではコロナ禍で校外活動が難しいこともあり、校内

で修学旅行気分を味わえるような活動や、プラネタリウムを実施するなど、

子どもたちの学びの機会を失わないための事業が行われました。

　また、小学校や中学校のPTAでは、密にならないよう講演を学年ごとに分け

て実施したり、屋外で密にならないようにするなど、各校工夫を凝らして事業を

実施していました。

　令和４年度もPTA活動活性化推進事業が実施されます。応募の締め切りは７月29日です。

新たな活動に取り組むチャンスです。この機会に是非応募してみてはいかがでしょうか。

Ｐ Ｔ Ａ 活 動 活 性 化 推 進 事 業

令和3年度
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会
長
あ
い
さ
つ

　
令
和
４
年
度
、
福
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
を
拝
命
し
ま

し
た
岡
村
耕
二
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
、
お
願

い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
へ
の
制
限
が
徐
々

に
緩
和
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
再
度
、
大
き
な
波
が
来
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
時
で
も
行
動
制
限
は
以
前
よ
り
は
厳
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
令
和
３
年
度
の
後
半
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
慎
重
に
行
う
こ
と
で
、
長
い
間
制
限
さ
れ
て
き
た
人
と
人
と
が
直
接
関
わ
る

活
動
を
、
徐
々
に
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
こ
の
２
年
間
で
社
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
っ
て
活
動
を
継
続
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
環
境
も
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
の
で
、
今

後
も
、
必
要
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
市
Ｐ
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
み
ん
な
で
育
と
う
‼
子
ど
も
と
と
も
に
〜
学
び

を
止
め
な
い
　〝
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
新
し
い
活
動
様
式
〞　
の
実
践
〜
」
で
す
。
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う

な
環
境
で
も
、
子
ど
も
の
学
び
を
支
援
で
き
る
大
人
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
次
に

対
面
で
行
う
の
が
よ
い
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
の
が
よ
い
か
十
分
検
討
し
た
上
で
、
よ

り
よ
い
環
境
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。
市
Ｐ
協
で
は
重
点
事
業
と
し
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
活
性
化
推
進
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
昨
年
度
立
ち
上
げ
た
Ｉ
Ｔ
特
別
委
員
会

を
本
年
度
も
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
岡
市
全
体
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
用
を
経
済
的
に
も
技
術
的
に
も
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
オ
ー
ル
福
岡
で
持
続
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

福
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
　
会
長
　
岡
村

　耕
二

令和4年度  主な事業計画

 6月 全市一斉PTA研修講座
 6月18日 会長・担当副会長　合同研修会
 7月 「早寝・早起き・朝ごはん」啓発講演会
 8月26・27日 日本PTA全国研究大会（山形）
 8月以降 親子ふれあい事業
 9月 親子ふれあいアンケート実施
 9月21日 担当副会長合同研修会
 10月14日 会長合同研修会
 10月22日 第2回 学ビバ‼FUKUOKA 福岡県大会
 11月21日 特別支援教育啓発研修会
 12月1日 PTA啓発研修大会
 12月17・18日 九州ブロックPTA研究大会（沖縄）
 1月 「Knowメディア・チャレンジ」
  アンケート実施
 2月9日 合同祝賀会
 3月 いじめ防止標語コンテスト表彰式

森　 春樹 校長
（塩原小）

森　 春樹 校長
（塩原小）

瀧田 文隆 校長
（吉塚中）

瀧田 文隆 校長
（吉塚中）

広報
委員会

清水 浩一 校長
（有住小）

清水 浩一 校長
（有住小）

児玉 　聡 校長
（片江中）

児玉 　聡 校長
（片江中）

研修
委員会

役員校長会

宗　　扶美（西区　北崎小）

箱島　大樹（早良区　入部小）

富永康一郎（城南区　七隈小）

平野　英恵（南区　曰佐小）

坂本　孔明（中央区　福浜小）

権藤　亜美（博多区　板付小）

福永　吉宏（東区　美和台小）

松田　弘子（西区　元岡中）

宗　　扶美（西区　北崎小）

箱島　大樹（早良区　入部小）

富永康一郎（城南区　七隈小）

平野　英恵（南区　曰佐小）

坂本　孔明（中央区　福浜小）

権藤　亜美（博多区　板付小）

福永　吉宏（東区　美和台小）

松田　弘子（西区　元岡中）

安永亜希子（早良区　田隈中）

小野　敏生（城南区　長尾中）

金子　雅史（南区　長丘中）

北野　友子（中央区　舞鶴中）

藤田　園子（博多区　三筑中）

八木　　徹（東区　城香中）

田津　昌昭（特支　屋形原特別支援学校）

安永亜希子（早良区　田隈中）

小野　敏生（城南区　長尾中）

金子　雅史（南区　長丘中）

北野　友子（中央区　舞鶴中）

藤田　園子（博多区　三筑中）

八木　　徹（東区　城香中）

田津　昌昭（特支　屋形原特別支援学校）

大塚　里奈（西区　姪浜小）

口石　龍弥（早良区　飯倉小）

黒江　大介（城南区　城南小）

古屋　新悟（南区　西高宮小）

勝野　　晃（中央区　草香江小）

吉田　政弘（博多区　弥生小）

井上将志郎（東区　香椎小）

熊谷　朋威（西区　姪浜中）

大塚　里奈（西区　姪浜小）

口石　龍弥（早良区　飯倉小）

黒江　大介（城南区　城南小）

古屋　新悟（南区　西高宮小）

勝野　　晃（中央区　草香江小）

吉田　政弘（博多区　弥生小）

井上将志郎（東区　香椎小）

熊谷　朋威（西区　姪浜中）

塚田　光子（早良区　西福岡中）

岡村　則子（城南区　友泉中）

田中　　健（南区　曰佐中）

渡邊　輝彦（中央区　春吉中）

大野　雅士（博多区　博多中）

赤間　俊彦（東区　多々良中）

難波　瑞穂（特支　若久特別支援学校）

塚田　光子（早良区　西福岡中）

岡村　則子（城南区　友泉中）

田中　　健（南区　曰佐中）

渡邊　輝彦（中央区　春吉中）

大野　雅士（博多区　博多中）

赤間　俊彦（東区　多々良中）

難波　瑞穂（特支　若久特別支援学校）

冬至　克亘
（西区　福重小）

土岐　光弘
（早良区　早良小）

縣   　隆歳
（城南区　鳥飼小）

白水　陽介
（南区　三宅小）

梅田　　昇
（中央区　高宮小）

佐々木良信
（博多区　三筑小）

宮路　　享
（東区　香椎浜小）

冬至　克亘
（西区　福重小）

土岐　光弘
（早良区　早良小）

縣   　隆歳
（城南区　鳥飼小）

白水　陽介
（南区　三宅小）

梅田　　昇
（中央区　高宮小）

佐々木良信
（博多区　三筑小）

宮路　　享
（東区　香椎浜小）

古賀 政浩 校長
（那珂南小）

古賀 政浩 校長
（那珂南小）

王丸 庸夫 校長
（志賀中）

王丸 庸夫 校長
（志賀中）

担当副会長
代表者会

常置委員会
委員長

小学校
代表者会

吉田　聖子
（西区　西陵中）

原　裕一朗
（早良区　百道中）

高尾　哲朗
（城南区　梅林中）

篠田　賢吾
（南区　野間中）

白土　　靖
（中央区　警固中）

廣田　　満
（博多区　三筑中）

上杉　幸司
（東区　青葉中）

立木　春香
（特支　若久特別支援学校）

吉田　聖子
（西区　西陵中）

原　裕一朗
（早良区　百道中）

高尾　哲朗
（城南区　梅林中）

篠田　賢吾
（南区　野間中）

白土　　靖
（中央区　警固中）

廣田　　満
（博多区　三筑中）

上杉　幸司
（東区　青葉中）

立木　春香
（特支　若久特別支援学校）

中学校・特P連
代表者会

教育問題
委員会

川上　孝弘（西区　姪北小）

小田部寛史（早良区　原西小）

築城　昌拓（城南区　堤丘小）

坂井　知樹（南区　玉川小）

森山　明洋（中央区　笹丘小）

岡部　正司（博多区　住吉小）

水間　道和（東区　松島小）

井上　和彦（西区　内浜中）

川上　孝弘（西区　姪北小）

小田部寛史（早良区　原西小）

築城　昌拓（城南区　堤丘小）

坂井　知樹（南区　玉川小）

森山　明洋（中央区　笹丘小）

岡部　正司（博多区　住吉小）

水間　道和（東区　松島小）

井上　和彦（西区　内浜中）

今釜　　亮（早良区　原北中）

川口三代次（城南区　片江中）

冨田　圭一（南区　柏原中）

江川　未来（中央区　平尾中）

向江　康一（博多区　那珂中）

玉江　昭裕（東区　香椎第1中）

志岐　明洋（特支　南福岡特別支援学校）

今釜　　亮（早良区　原北中）

川口三代次（城南区　片江中）

冨田　圭一（南区　柏原中）

江川　未来（中央区　平尾中）

向江　康一（博多区　那珂中）

玉江　昭裕（東区　香椎第1中）

志岐　明洋（特支　南福岡特別支援学校）

石橋　美乃（西区　今宿小）

中橋麻衣子（早良区　飯原小）

小泊　　悠（城南区　金山小）

堀　真奈子（南区　花畑小）

大束　絵美（中央区　福浜小）

木山　恵実（博多区　三筑小）

宮崎　仁恵（東区　松島小）

藤原　尚子（西区　下山門中）

石橋　美乃（西区　今宿小）

中橋麻衣子（早良区　飯原小）

小泊　　悠（城南区　金山小）

堀　真奈子（南区　花畑小）

大束　絵美（中央区　福浜小）

木山　恵実（博多区　三筑小）

宮崎　仁恵（東区　松島小）

藤原　尚子（西区　下山門中）

田中　昌美（早良区　原中央中）

牧野　尚子（城南区　片江中）

田中美也子（南区　花畑中）

増田亜希子（中央区　当仁中）

田代　桂子（博多区　千代中）

田中うるみ（東区　香椎第3中）

中村美佳子（特支　福岡中央特別支援学校）

田中　昌美（早良区　原中央中）

牧野　尚子（城南区　片江中）

田中美也子（南区　花畑中）

増田亜希子（中央区　当仁中）

田代　桂子（博多区　千代中）

田中うるみ（東区　香椎第3中）

中村美佳子（特支　福岡中央特別支援学校）

令
和
４
年
度 

新
役
員
・
理
事
紹
介

令
和
４
年
度 

新
役
員
・
理
事
紹
介

会長
岡村　耕二
（城南中）

副会長
奥田　博子
（多々良中央中）

副会長
蒲池　貴子
（鳥飼小）

副会長
古賀　正雄

（若久特別支援学校）

副会長
坂元　ゆかり
（高宮中）

鶴田　千詠子
（高宮小）

吉瀬　竜二
（西陵中）

御﨑　正人
（若久特別支援学校）

教育問題委員長
築城　昌拓
（堤丘小）

研修委員長
渡邉　輝彦
（春吉中）

広報委員長
坂本　孔明
（福浜小）

副会長
坂本　由紀
（梅林中）

副会長
豊澤　絵里奈

（生の松原特別支援学校）

副会長
波多江　真一
（田隈中）

副会長
元永　顕雄
（春住小）
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会
長
あ
い
さ
つ

　
令
和
４
年
度
、
福
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
を
拝
命
し
ま

し
た
岡
村
耕
二
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
、
お
願

い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
へ
の
制
限
が
徐
々

に
緩
和
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
再
度
、
大
き
な
波
が
来
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
時
で
も
行
動
制
限
は
以
前
よ
り
は
厳
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
令
和
３
年
度
の
後
半
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
慎
重
に
行
う
こ
と
で
、
長
い
間
制
限
さ
れ
て
き
た
人
と
人
と
が
直
接
関
わ
る

活
動
を
、
徐
々
に
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
こ
の
２
年
間
で
社
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
っ
て
活
動
を
継
続
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
環
境
も
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
の
で
、
今

後
も
、
必
要
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
市
Ｐ
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
み
ん
な
で
育
と
う
‼
子
ど
も
と
と
も
に
〜
学
び

を
止
め
な
い
　〝
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
新
し
い
活
動
様
式
〞　
の
実
践
〜
」
で
す
。
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う

な
環
境
で
も
、
子
ど
も
の
学
び
を
支
援
で
き
る
大
人
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
次
に

対
面
で
行
う
の
が
よ
い
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
の
が
よ
い
か
十
分
検
討
し
た
上
で
、
よ

り
よ
い
環
境
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。
市
Ｐ
協
で
は
重
点
事
業
と
し
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
活
性
化
推
進
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
昨
年
度
立
ち
上
げ
た
Ｉ
Ｔ
特
別
委
員
会

を
本
年
度
も
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
岡
市
全
体
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
用
を
経
済
的
に
も
技
術
的
に
も
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
オ
ー
ル
福
岡
で
持
続
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

福
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
　
会
長
　
岡
村

　耕
二

令和4年度  主な事業計画

 6月 全市一斉PTA研修講座
 6月18日 会長・担当副会長　合同研修会
 7月 「早寝・早起き・朝ごはん」啓発講演会
 8月26・27日 日本PTA全国研究大会（山形）
 8月以降 親子ふれあい事業
 9月 親子ふれあいアンケート実施
 9月21日 担当副会長合同研修会
 10月14日 会長合同研修会
 10月22日 第2回 学ビバ‼FUKUOKA 福岡県大会
 11月21日 特別支援教育啓発研修会
 12月1日 PTA啓発研修大会
 12月17・18日 九州ブロックPTA研究大会（沖縄）
 1月 「Knowメディア・チャレンジ」
  アンケート実施
 2月9日 合同祝賀会
 3月 いじめ防止標語コンテスト表彰式

森　 春樹 校長
（塩原小）

森　 春樹 校長
（塩原小）

瀧田 文隆 校長
（吉塚中）

瀧田 文隆 校長
（吉塚中）

広報
委員会

清水 浩一 校長
（有住小）

清水 浩一 校長
（有住小）

児玉 　聡 校長
（片江中）

児玉 　聡 校長
（片江中）

研修
委員会

役員校長会

宗　　扶美（西区　北崎小）

箱島　大樹（早良区　入部小）

富永康一郎（城南区　七隈小）

平野　英恵（南区　曰佐小）

坂本　孔明（中央区　福浜小）

権藤　亜美（博多区　板付小）

福永　吉宏（東区　美和台小）

松田　弘子（西区　元岡中）

宗　　扶美（西区　北崎小）

箱島　大樹（早良区　入部小）

富永康一郎（城南区　七隈小）

平野　英恵（南区　曰佐小）

坂本　孔明（中央区　福浜小）

権藤　亜美（博多区　板付小）

福永　吉宏（東区　美和台小）

松田　弘子（西区　元岡中）

安永亜希子（早良区　田隈中）

小野　敏生（城南区　長尾中）

金子　雅史（南区　長丘中）

北野　友子（中央区　舞鶴中）

藤田　園子（博多区　三筑中）

八木　　徹（東区　城香中）

田津　昌昭（特支　屋形原特別支援学校）

安永亜希子（早良区　田隈中）

小野　敏生（城南区　長尾中）

金子　雅史（南区　長丘中）

北野　友子（中央区　舞鶴中）

藤田　園子（博多区　三筑中）

八木　　徹（東区　城香中）

田津　昌昭（特支　屋形原特別支援学校）

大塚　里奈（西区　姪浜小）

口石　龍弥（早良区　飯倉小）

黒江　大介（城南区　城南小）

古屋　新悟（南区　西高宮小）

勝野　　晃（中央区　草香江小）

吉田　政弘（博多区　弥生小）

井上将志郎（東区　香椎小）

熊谷　朋威（西区　姪浜中）

大塚　里奈（西区　姪浜小）

口石　龍弥（早良区　飯倉小）

黒江　大介（城南区　城南小）

古屋　新悟（南区　西高宮小）

勝野　　晃（中央区　草香江小）

吉田　政弘（博多区　弥生小）

井上将志郎（東区　香椎小）

熊谷　朋威（西区　姪浜中）

塚田　光子（早良区　西福岡中）

岡村　則子（城南区　友泉中）

田中　　健（南区　曰佐中）

渡邊　輝彦（中央区　春吉中）

大野　雅士（博多区　博多中）

赤間　俊彦（東区　多々良中）

難波　瑞穂（特支　若久特別支援学校）

塚田　光子（早良区　西福岡中）

岡村　則子（城南区　友泉中）

田中　　健（南区　曰佐中）

渡邊　輝彦（中央区　春吉中）

大野　雅士（博多区　博多中）

赤間　俊彦（東区　多々良中）

難波　瑞穂（特支　若久特別支援学校）

冬至　克亘
（西区　福重小）

土岐　光弘
（早良区　早良小）

縣   　隆歳
（城南区　鳥飼小）

白水　陽介
（南区　三宅小）

梅田　　昇
（中央区　高宮小）

佐々木良信
（博多区　三筑小）

宮路　　享
（東区　香椎浜小）

冬至　克亘
（西区　福重小）

土岐　光弘
（早良区　早良小）

縣   　隆歳
（城南区　鳥飼小）

白水　陽介
（南区　三宅小）

梅田　　昇
（中央区　高宮小）

佐々木良信
（博多区　三筑小）

宮路　　享
（東区　香椎浜小）

古賀 政浩 校長
（那珂南小）

古賀 政浩 校長
（那珂南小）

王丸 庸夫 校長
（志賀中）

王丸 庸夫 校長
（志賀中）

担当副会長
代表者会

常置委員会
委員長

小学校
代表者会

吉田　聖子
（西区　西陵中）

原　裕一朗
（早良区　百道中）

高尾　哲朗
（城南区　梅林中）

篠田　賢吾
（南区　野間中）

白土　　靖
（中央区　警固中）

廣田　　満
（博多区　三筑中）

上杉　幸司
（東区　青葉中）

立木　春香
（特支　若久特別支援学校）

吉田　聖子
（西区　西陵中）

原　裕一朗
（早良区　百道中）

高尾　哲朗
（城南区　梅林中）

篠田　賢吾
（南区　野間中）

白土　　靖
（中央区　警固中）

廣田　　満
（博多区　三筑中）

上杉　幸司
（東区　青葉中）

立木　春香
（特支　若久特別支援学校）

中学校・特P連
代表者会

教育問題
委員会

川上　孝弘（西区　姪北小）

小田部寛史（早良区　原西小）

築城　昌拓（城南区　堤丘小）

坂井　知樹（南区　玉川小）

森山　明洋（中央区　笹丘小）

岡部　正司（博多区　住吉小）

水間　道和（東区　松島小）

井上　和彦（西区　内浜中）

川上　孝弘（西区　姪北小）

小田部寛史（早良区　原西小）

築城　昌拓（城南区　堤丘小）

坂井　知樹（南区　玉川小）

森山　明洋（中央区　笹丘小）

岡部　正司（博多区　住吉小）

水間　道和（東区　松島小）

井上　和彦（西区　内浜中）

今釜　　亮（早良区　原北中）

川口三代次（城南区　片江中）

冨田　圭一（南区　柏原中）

江川　未来（中央区　平尾中）

向江　康一（博多区　那珂中）

玉江　昭裕（東区　香椎第1中）

志岐　明洋（特支　南福岡特別支援学校）

今釜　　亮（早良区　原北中）

川口三代次（城南区　片江中）

冨田　圭一（南区　柏原中）

江川　未来（中央区　平尾中）

向江　康一（博多区　那珂中）

玉江　昭裕（東区　香椎第1中）

志岐　明洋（特支　南福岡特別支援学校）

石橋　美乃（西区　今宿小）

中橋麻衣子（早良区　飯原小）

小泊　　悠（城南区　金山小）

堀　真奈子（南区　花畑小）

大束　絵美（中央区　福浜小）

木山　恵実（博多区　三筑小）

宮崎　仁恵（東区　松島小）

藤原　尚子（西区　下山門中）

石橋　美乃（西区　今宿小）

中橋麻衣子（早良区　飯原小）

小泊　　悠（城南区　金山小）

堀　真奈子（南区　花畑小）

大束　絵美（中央区　福浜小）

木山　恵実（博多区　三筑小）

宮崎　仁恵（東区　松島小）

藤原　尚子（西区　下山門中）

田中　昌美（早良区　原中央中）

牧野　尚子（城南区　片江中）

田中美也子（南区　花畑中）

増田亜希子（中央区　当仁中）

田代　桂子（博多区　千代中）

田中うるみ（東区　香椎第3中）

中村美佳子（特支　福岡中央特別支援学校）

田中　昌美（早良区　原中央中）

牧野　尚子（城南区　片江中）

田中美也子（南区　花畑中）

増田亜希子（中央区　当仁中）

田代　桂子（博多区　千代中）

田中うるみ（東区　香椎第3中）

中村美佳子（特支　福岡中央特別支援学校）

令
和
４
年
度 

新
役
員
・
理
事
紹
介

令
和
４
年
度 

新
役
員
・
理
事
紹
介

会長
岡村　耕二
（城南中）

副会長
奥田　博子
（多々良中央中）

副会長
蒲池　貴子
（鳥飼小）

副会長
古賀　正雄

（若久特別支援学校）

副会長
坂元　ゆかり
（高宮中）

鶴田　千詠子
（高宮小）

吉瀬　竜二
（西陵中）

御﨑　正人
（若久特別支援学校）

教育問題委員長
築城　昌拓
（堤丘小）

研修委員長
渡邉　輝彦
（春吉中）

広報委員長
坂本　孔明
（福浜小）

副会長
坂本　由紀
（梅林中）

副会長
豊澤　絵里奈

（生の松原特別支援学校）

副会長
波多江　真一
（田隈中）

副会長
元永　顕雄
（春住小）
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コ

　ラ

　ム

令和３年度　第15回「いじめ防止標語コンテスト」入賞作品一覧
　いじめ防止標語コンテストは、いじめ防止に向け児童や生徒一人一人がいじめについて考える機会を創出し、自己啓発に取り組むことを目
的として実施されています。今回は全国の小・中・特別支援学校2,302校から45万通を超える作品をいただき、その中から入賞作品の選考
が行われました。福岡市内からは14,069作品をいただきました。受賞作品は以下の通りです。受賞された皆さま、おめでとうございます。
　なお、令和３年度も前年度同様、新型コロナウイルス感染リスクのため表彰式は中止とさせていただきました。

小 学 生 の 部

全国賞 おうちでよるにいじわるをおもいだす わたしのからだのくうきがぬけちゃう
大楠小学校　１年

優秀賞 タブレット　いじめが家までついてくる
多々良小学校　6年

優秀賞 すぐ忘れる　やってる側は「覚えてない」
花畑小学校　6年

PTA
推薦賞

だめだよ　だれがコロナか　さがすこと
大楠小学校　3年

PTA
推薦賞

さしのべたその手はみんなの命綱
舞鶴小学校　4年

いじめゼロ
プロジェクト賞

その言葉　鏡に写り　はねかえる
那珂小学校　6年

特別賞 まわり見て　みんな君に　おびえてる
席田小学校　6年

特別賞 気づいてる？　ほんとの笑い　ではないよ
赤坂小学校　6年

特別賞 見ないふり　すれば君も　同じだよ
那珂小学校　5年

特別賞 みんなでつくろう温かい空気　みんなでなくそうつめたい空気
那珂小学校　5年

特別賞 だれも見てなくても　自分が見ている
姪北小学校　4年

佳　作 かえていこう　ワタシのココロとキミのココロ
舞鶴小学校　6年

佳　作 ふつうのナイフは　ぬけるけど　言葉のナイフは　絶対ぬけない
舞鶴小学校　6年

佳　作 いじめたい？聞いてあげるよ　君の心
舞鶴小学校　6年

佳　作 君が助けを待っている　だから　私は助けに行く
草ヶ江小学校　5年

佳　作 パワハラ、モラハラ、ハラスメントもいじめの一つ  大人は手本になれてるの？
多々良小学校　6年

佳　作 「やめようよ」というきみの顔も笑ってる
老司小学校　5年

佳　作 好きな色　みんなそれぞれちがうから
女の子みたい　男の子みたい　と　きめつけないで 西花畑小学校　5年

佳　作 男の子も女の子も色やふくそうはかんけいない
三苫小学校　2年

佳　作 いじめたあなたの心はみじめじゃないの？
愛宕浜小学校　3年

中 学 生 の 部

全国賞 「次されたら教えてね」　先生、それじゃ　もうおそい
玄洋中学校　1年

優秀賞 「もうしません」　先生じゃなくて　私に言って
城南中学校　2年

優秀賞 私は悪魔（あくま）で見てるだけ
和白中学校　2年

PTA
推薦賞

目を逸らす　いじめのオセロ　僕も黒
箱崎清松中学校　3年

PTA
推薦賞

助けを呼ぶ声　ノイズキャンセルしていませんか？
和白中学校　2年

いじめゼロ
プロジェクト賞

なんしとーと？　あなたの声が　やさしい居場所に
城南中学校　2年

特別賞 正しいの？「みんなやるから　僕もやる」
高取中学校　3年

特別賞 見直しはテストの時だけ？　いいや、送信ボタン　押す前も
高取中学校　3年

特別賞 きこえるよ　ちいさなこえの　かげぐちも
原中学校　2年

特別賞 今日もまた　あなたの言葉で　眠れない　きっとあなたは　気にしてないのに
長丘中学校　2年

特別賞 大丈夫？　あの子の『笑顔』と私の『笑顔』　一緒の意味とはかぎらない
片江中学校　2年

佳　作 ついついツイート　言葉のウイルス　緊急事態
高取中学校　3年

佳　作 考えて　履き違えてない？　善と悪
和白中学校　１年

佳　作 「言うこと聞くだけ」それって本当の友達？
和白中学校　3年

佳　作 夢を見る　楽しい日々を　現実は？
和白中学校　3年

佳　作 心の緊急事態宣言発令中
原中学校　１年

佳　作 勢いで　放った言葉　止まらない　相手の心に　グサッと刺さる
片江中学校　１年

佳　作 中学生　何も知らない　僕たちの「正しい知識」　ホントに正しい？
片江中学校　2年

佳　作 いじめの感染拡大 水際対策するのは　私たち一人一人だ
片江中学校　2年

佳　作 嘘だって　気づけなかった　その笑顔　取りもどせない　本当の笑顔
箱崎清松中学校　１年

 「
会
長
・
担
当
副
会
長
合
同
研
修
会
」

《視聴期間》
令和4年2月14日～5月31日

YouTube 配信
《視　聴　数》 209回　
 《総再生時間》 24.6時間

《共催》
福岡市PTA協議会
福岡市教育委員会

　
令
和
３
年
度
の「
会
長
・
担
当
副
会
長
合

同
研
修
会
」は
、ま
ず
岡
村
会
長
よ
り「
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
関
す
る
保
護
者
へ
の
説
明
に
つ
い

て
」の
お
願
い
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。保

護
者
へ
の
説
明
お
よ
び
活
動
に
つ
い
て

は
、各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
苦
慮
さ
れ
て
い

る
学
校
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。丁
寧
な
説

明
と
周
知
を
行
う
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、『
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
は
』と
題
し
、株

式
会
社
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
、

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
主
宰
、帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
契
約
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

あ
る
安
東
優
介
氏
と
福
岡
大
学
人
文
学
教

育
・
臨
床
心
理
学
科
教
授
、入
江
誠
剛
先
生

に
対
談
形
式
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
安
東
氏
の
考
え
る
リ
ー
ダ
ー
と
は
ど
ん

な
人
？
の
入
江
先
生
か
ら
の
問
い
に
安
東

氏
は
、時
代
時
代
で
リ
ー
ダ
ー
の
形
は
変

わ
っ
て
い
く
が
、縦
社
会
で
は
な
く
横
社

会
を
意
識
す
る
、今
求
め
ら
れ
る
リ
ー

ダ
ー
像
は
、君
臨
型
で
は
な
く
横
社
会
を

意
識
し
た
言
葉
を
大
切
に
す
る
リ
ー
ダ
ー

だ
と
思
っ
て
い
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。

◇
日
頃
の
周
波
数
を

　
　
　
　合
わ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
◇ 

　
リ
ー
ダ
ー
は
、時
折
し
っ
か
り
と
し
姿

勢
を
正
し
て
、指
導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
の
場
面
が
あ
る
が
、横
社
会
を

常
々
意
識
し
て
お
か
な
い
と
、い
ざ
と
い

う
と
き
に
相
手
の
心
の
扉
が
開
い
て
い
な

い
。日
頃
か
ら
横
社
会
を
意
識
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、言
葉
を
大
事
に
し

て
い
る
人
に
、相
手
は
心
の
扉
を
開
い
て

く
れ
る
と
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
解
釈
力
◇

　
支
配
型
リ
ー
ダ
ー
と
サ
ー
バ
ン
ト
型

リ
ー
ダ
ー
な
ど
リ
ー
ダ
ー
の
形
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
が
、安
東
氏
ご
自
身
の
壮
絶
な

経
験
の
中
か
ら「
解
釈
力
」で
た
く
さ
ん
の

苦
し
く
つ
ら
い
現
状
を
打
開
で
き
る
こ

と
、子
ど
も
た
ち
若
い
世
代
に
対
し
て
自

身
の
様
々
な
経
験
を
伝
え
る
こ
と
を
使
命

感
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。子
ど
も
に
対
し
て
は
、応
援
し
て
い

る
こ
と
を
、応
援
し
て
い
る
姿
勢
を
い
つ

も
伝
え
る
こ
と
。自
分（
親
） 

の
思
い
通
り

に
な
ら
な
い
と
声
を
荒
げ
る
の
は
怒
る
、

怒
り
で
あ
る
。応
援
し
て
い
る
姿
勢
で
い

れ
ば
、叱
り
と
な
り
、自
分（
親
）の
心
の
叫

び（
気
持
ち
）は
き
っ
と
伝
わ
り
ま
す
と
お

話
し
に
な
り
ま
し
た
。

◇
心
の
扉
を
開
け
る
黄
金
の
カ
ギ
◇ 

　
相
手（
子
ど
も
）の
心
の
扉
を
開
け
る
黄

金
の
カ
ギ
は
、し
っ
か
り
反
応
し
て
あ
げ

る
こ
と
と
の
こ
と
で
、存
在
を
認
め
思

い
っ
き
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
込
め
て
反
応
し

て
ほ
し
い
。そ
し
て
、年
頃
の
子
へ
接
す
る

第
一
歩
は
挨
拶
を
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と

で
し
た
。挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
で「
あ
な
た

を
認
め
て
い
る
よ
」と
伝
わ
り
、ま
ず
は
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
み
て
は
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
を
褒
め
る
こ
と
よ
り
、そ
こ
に

至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
と
価
値
観
を
褒
め
て
認

め
る
。こ
れ
が
周
波
数
を
合
わ
せ
る
コ
ツ

だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、安
藤
氏
、入
江
先

生
の
様
々
な
角
度
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
と
リ
ー
ダ
ー
像
の
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。黄
金
の
カ
ギ
は
子

ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
同
士
、親
同
士
で

も
必
要
に
な
る
カ
ギ
だ
と
再
確
認
で
き
ま

し
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
、

相
手
の
立
場
、気
持
ち
へ
寄
り
添
え
る
よ

う
に
、お
も
ん
ぱ
か
る
こ
と
な
ど
、コ
ロ
ナ

禍
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら

く
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
え
が
起
こ
り
や
す
い

現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、ま
ず
は
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
周
波
数
を
合
わ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、解
釈
力
で
前
向

き
に
こ
の
貴
重
な
子
育
て
の
期
間
を
楽
し

み
な
が
ら
親
子
で
成
長
で
き
た
ら
良
い
な

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。日
々
の
生
活
の

中
で
、な
ん
と
な
く
流
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、一
度

立
ち
止
ま
り
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

安東　優介 氏
株式会社フェニックス

代表取締役
フェニックスアカデミー

主宰

入江　誠剛 氏
福岡大学人文学部
教育・臨床心理学科

教授

　
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
緩
和
（
６
月
１
日
福

岡
県
コ
ロ
ナ
警
報
解
除
な
ど
）
で
社
会
は
、
だ
ん

だ
ん
回
復
の
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

中
学
生
を
含
む
若
者
の
い
ま
ま
で
実
施
で
き
な

か
っ
た
彼
ら
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
感
動
す
る

行
事
等
は
、
経
済
の
よ
う
に
簡
単
に
補
て
ん
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
そ
の
中
学
生
は
、
２
０
３
０
年
に
部
活

動
の
部
員
数
は
現
在
の
50
％
程
度
に
な
る
と
文
科

省
は
発
表
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
か
ら
中
学
校

で
は
部
活
動
が
成
立
で
き
な
い
人
数
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
最
近
の
報
道
で
は
、
３
年
後
に
部
活
動
は
全
て

民
間
に
委
託
す
る
と
い
う
見
識
を
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

有
識
者
会
議
で
議
論
さ
れ
て
い
る
と
い
う
報
道
ま

で
で
て
い
ま
す
（
６
月
１
日
時
点
）。
こ
の
議
論
に
、

中
学
生
や
教
員
の
意
見
は
ど
れ
だ
け
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
す
る
と
、
６
月
５
日
の
あ

る
新
聞
に
は
（
こ
の
記
者
さ
ん
は
、
き
ち
ん
と
話

せ
ば
ご
理
解
い
た
だ
け
る
人
で
あ
る
と
知
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
あ
え
て
、
申
し
上
げ
ま
す
）
ま
る

で
部
活
の
顧
問
を
し
な
い
と
管
理
職
に
な
れ
な
い

よ
う
な
教
諭
の
話
や
ほ
と
ん
ど
の
学
校
と
は
関
係

な
い
強
豪
中
の
話
で
部
活
動
を
学
校
か
ら
引
き
剥

が
そ
う
と
い
う
意
見
の
よ
う
に
感
じ
と
れ
ま
す
。

教
員
に
な
る
１
つ
の
動
機
に
部
活
動
と
い
う
選
択

肢
も
あ
る
こ
と
を
残
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
。
適

正
な
報
酬
を
与
え
、
本
業
へ
の
好
影
響
に
な
る
部

活
指
導
が
で
き
る
よ
う
な
選
択
肢
も
残
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
件
費
を
多
く

割
い
て
い
る
文
科
省
の
予
算
だ
け
で
な
く
、
他
の

省
庁
も
本
家
文
科
省
の
キ
ャ
リ
ア
官
僚
で
部
活
動

を
経
験
し
た
人
な
ん
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

確
実
に
少
な
く
な
る
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
部
活
動
指
導
を
希
望
す
る
先
生

に
は
指
導
者
と
し
て
持
続
可
能
な
部
活
動
を
ひ
と

つ
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の

地
域
で
子
ど
も
を
指
導
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り

ま
す
。
教
員
の
中
か
ら
発
掘
し
た
人
材
に
も
、
正

当
な
副
業
と
し
て
認
め
、
正
当
な
報
酬
に
よ
っ
て

子
ど
も
た
ち
が
十
分
な
指
導
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　
人
口
割
合
で
は
少
数
に
な
る
子
ど
も
た
ち
、
選

挙
権
は
な
い
け
れ
ど
も
、
未
来
を
支
え
る
貴
重
な

宝
物
で
す
。
そ
れ
を
間
近
で
接
し
て
い
る
我
々
教

員
の
意
見
が
こ
の
部
活
動
の
生
徒
の
段
階
的
な
人

口
減
少
に
応
じ
た
地
域
移
行
型
に
つ
い
て
も
正
当

に
社
会
に
伝
わ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
米
国
大
使
館
の
資
料
に
よ
る
と
「
少

数
派
は
、
政
府
が
自
分
た
ち
の
権
利
と
独
自
性
を

擁
護
し
て
く
れ
る
こ
と
を
確
信
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
が
達
成
さ
れ
た
時
、
そ
の
少
数
派
集
団

は
、
自
国
の
民
主
主
義
制
度
に
参
加
し
、
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
る
」　
す
ば
ら
し
い
未
来
を
子
ど
も

た
ち
に
！

福岡市立西陵中学校
校長　吉瀬　竜二

　昨年に続き本年も福岡市ＰＴＡ協議会と福岡市教育委員会の共催による全市一斉ＰＴ
Ａ研修講座を令和４年６月２日に収録し、７月18日までオンデマンド配信しています。
　全市一斉ＰＴＡ研修講座の中では、はじめに、福岡市ＰＴＡ協議会岡村耕二会長から、
「コロナウイルス感染防止対策が継続中の現在においても、ＳＮＳの普及や少子化により
子どもたちをとりまく環境が大きく変化していく中で私たちＰＴＡが一体となり、学校
や地域と互いに理解を深めて連携しながら社会全体で子どもたちを共に育む事が重要で
ある。」との提言がありました。
　第１部では、福岡市ＰＴＡ協議会蒲池貴子副会長から、福岡市ＰＴＡ協議会の令和４
年度の活動目標や教育予算要望、研修会、事業、広報事業などについての活動説明があ
りました。また、学校単位での各委員会のあり方についても、「各家庭の生活スタイル
も多様化しており、またコロナ禍で行動に制限を余儀なくされている中で、どんな方で
もできるところでできることを行う活動の仕方を再考していくことが重要」という今後
の単位ＰＴＡでの運営への更なる創意工夫の呼びかけがありました。
　第２部では、福岡市教育委員会田澤秀樹人権教育指導員から、「人権感覚を高めるＰ
ＴＡ活動」というテーマで、人権感覚の定義や福岡市の人権問題の現状、学校における
人権教育、保護者のかかわり方、学校・家庭・地域での共有を柱としてのＰＴＡ活動に
ついて講演いただきました。
　新たにＰＴＡ活動をされる方にとっては、組織の構成や活動の趣旨・内容が把握でき
る機会となり、組織としての今後の検討課題を共有できた有意義な時間だったのではな
いでしょうか。

全市一斉ＰＴＡ研修講座 レポート

令
和
３
年
度

福
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
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コ

　ラ

　ム

令和３年度　第15回「いじめ防止標語コンテスト」入賞作品一覧
　いじめ防止標語コンテストは、いじめ防止に向け児童や生徒一人一人がいじめについて考える機会を創出し、自己啓発に取り組むことを目
的として実施されています。今回は全国の小・中・特別支援学校2,302校から45万通を超える作品をいただき、その中から入賞作品の選考
が行われました。福岡市内からは14,069作品をいただきました。受賞作品は以下の通りです。受賞された皆さま、おめでとうございます。
　なお、令和３年度も前年度同様、新型コロナウイルス感染リスクのため表彰式は中止とさせていただきました。

小 学 生 の 部

全国賞 おうちでよるにいじわるをおもいだす わたしのからだのくうきがぬけちゃう
大楠小学校　１年

優秀賞 タブレット　いじめが家までついてくる
多々良小学校　6年

優秀賞 すぐ忘れる　やってる側は「覚えてない」
花畑小学校　6年

PTA
推薦賞

だめだよ　だれがコロナか　さがすこと
大楠小学校　3年

PTA
推薦賞

さしのべたその手はみんなの命綱
舞鶴小学校　4年

いじめゼロ
プロジェクト賞

その言葉　鏡に写り　はねかえる
那珂小学校　6年

特別賞 まわり見て　みんな君に　おびえてる
席田小学校　6年

特別賞 気づいてる？　ほんとの笑い　ではないよ
赤坂小学校　6年

特別賞 見ないふり　すれば君も　同じだよ
那珂小学校　5年

特別賞 みんなでつくろう温かい空気　みんなでなくそうつめたい空気
那珂小学校　5年

特別賞 だれも見てなくても　自分が見ている
姪北小学校　4年

佳　作 かえていこう　ワタシのココロとキミのココロ
舞鶴小学校　6年

佳　作 ふつうのナイフは　ぬけるけど　言葉のナイフは　絶対ぬけない
舞鶴小学校　6年

佳　作 いじめたい？聞いてあげるよ　君の心
舞鶴小学校　6年

佳　作 君が助けを待っている　だから　私は助けに行く
草ヶ江小学校　5年

佳　作 パワハラ、モラハラ、ハラスメントもいじめの一つ  大人は手本になれてるの？
多々良小学校　6年

佳　作 「やめようよ」というきみの顔も笑ってる
老司小学校　5年

佳　作 好きな色　みんなそれぞれちがうから
女の子みたい　男の子みたい　と　きめつけないで 西花畑小学校　5年

佳　作 男の子も女の子も色やふくそうはかんけいない
三苫小学校　2年

佳　作 いじめたあなたの心はみじめじゃないの？
愛宕浜小学校　3年

中 学 生 の 部

全国賞 「次されたら教えてね」　先生、それじゃ　もうおそい
玄洋中学校　1年

優秀賞 「もうしません」　先生じゃなくて　私に言って
城南中学校　2年

優秀賞 私は悪魔（あくま）で見てるだけ
和白中学校　2年

PTA
推薦賞

目を逸らす　いじめのオセロ　僕も黒
箱崎清松中学校　3年

PTA
推薦賞

助けを呼ぶ声　ノイズキャンセルしていませんか？
和白中学校　2年

いじめゼロ
プロジェクト賞

なんしとーと？　あなたの声が　やさしい居場所に
城南中学校　2年

特別賞 正しいの？「みんなやるから　僕もやる」
高取中学校　3年

特別賞 見直しはテストの時だけ？　いいや、送信ボタン　押す前も
高取中学校　3年

特別賞 きこえるよ　ちいさなこえの　かげぐちも
原中学校　2年

特別賞 今日もまた　あなたの言葉で　眠れない　きっとあなたは　気にしてないのに
長丘中学校　2年

特別賞 大丈夫？　あの子の『笑顔』と私の『笑顔』　一緒の意味とはかぎらない
片江中学校　2年

佳　作 ついついツイート　言葉のウイルス　緊急事態
高取中学校　3年

佳　作 考えて　履き違えてない？　善と悪
和白中学校　１年

佳　作 「言うこと聞くだけ」それって本当の友達？
和白中学校　3年

佳　作 夢を見る　楽しい日々を　現実は？
和白中学校　3年

佳　作 心の緊急事態宣言発令中
原中学校　１年

佳　作 勢いで　放った言葉　止まらない　相手の心に　グサッと刺さる
片江中学校　１年

佳　作 中学生　何も知らない　僕たちの「正しい知識」　ホントに正しい？
片江中学校　2年

佳　作 いじめの感染拡大 水際対策するのは　私たち一人一人だ
片江中学校　2年

佳　作 嘘だって　気づけなかった　その笑顔　取りもどせない　本当の笑顔
箱崎清松中学校　１年

 「
会
長
・
担
当
副
会
長
合
同
研
修
会
」

《視聴期間》
令和4年2月14日～5月31日

YouTube 配信
《視　聴　数》 209回　
 《総再生時間》 24.6時間

《共催》
福岡市PTA協議会
福岡市教育委員会

　
令
和
３
年
度
の「
会
長
・
担
当
副
会
長
合

同
研
修
会
」は
、ま
ず
岡
村
会
長
よ
り「
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
関
す
る
保
護
者
へ
の
説
明
に
つ
い

て
」の
お
願
い
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。保

護
者
へ
の
説
明
お
よ
び
活
動
に
つ
い
て

は
、各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
苦
慮
さ
れ
て
い

る
学
校
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。丁
寧
な
説

明
と
周
知
を
行
う
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、『
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
は
』と
題
し
、株

式
会
社
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
、

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
主
宰
、帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
契
約
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

あ
る
安
東
優
介
氏
と
福
岡
大
学
人
文
学
教

育
・
臨
床
心
理
学
科
教
授
、入
江
誠
剛
先
生

に
対
談
形
式
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
安
東
氏
の
考
え
る
リ
ー
ダ
ー
と
は
ど
ん

な
人
？
の
入
江
先
生
か
ら
の
問
い
に
安
東

氏
は
、時
代
時
代
で
リ
ー
ダ
ー
の
形
は
変

わ
っ
て
い
く
が
、縦
社
会
で
は
な
く
横
社

会
を
意
識
す
る
、今
求
め
ら
れ
る
リ
ー

ダ
ー
像
は
、君
臨
型
で
は
な
く
横
社
会
を

意
識
し
た
言
葉
を
大
切
に
す
る
リ
ー
ダ
ー

だ
と
思
っ
て
い
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。

◇
日
頃
の
周
波
数
を

　
　
　
　合
わ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
◇ 

　
リ
ー
ダ
ー
は
、時
折
し
っ
か
り
と
し
姿

勢
を
正
し
て
、指
導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
の
場
面
が
あ
る
が
、横
社
会
を

常
々
意
識
し
て
お
か
な
い
と
、い
ざ
と
い

う
と
き
に
相
手
の
心
の
扉
が
開
い
て
い
な

い
。日
頃
か
ら
横
社
会
を
意
識
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、言
葉
を
大
事
に
し

て
い
る
人
に
、相
手
は
心
の
扉
を
開
い
て

く
れ
る
と
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
解
釈
力
◇

　
支
配
型
リ
ー
ダ
ー
と
サ
ー
バ
ン
ト
型

リ
ー
ダ
ー
な
ど
リ
ー
ダ
ー
の
形
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
が
、安
東
氏
ご
自
身
の
壮
絶
な

経
験
の
中
か
ら「
解
釈
力
」で
た
く
さ
ん
の

苦
し
く
つ
ら
い
現
状
を
打
開
で
き
る
こ

と
、子
ど
も
た
ち
若
い
世
代
に
対
し
て
自

身
の
様
々
な
経
験
を
伝
え
る
こ
と
を
使
命

感
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。子
ど
も
に
対
し
て
は
、応
援
し
て
い

る
こ
と
を
、応
援
し
て
い
る
姿
勢
を
い
つ

も
伝
え
る
こ
と
。自
分（
親
） 

の
思
い
通
り

に
な
ら
な
い
と
声
を
荒
げ
る
の
は
怒
る
、

怒
り
で
あ
る
。応
援
し
て
い
る
姿
勢
で
い

れ
ば
、叱
り
と
な
り
、自
分（
親
）の
心
の
叫

び（
気
持
ち
）は
き
っ
と
伝
わ
り
ま
す
と
お

話
し
に
な
り
ま
し
た
。

◇
心
の
扉
を
開
け
る
黄
金
の
カ
ギ
◇ 

　
相
手（
子
ど
も
）の
心
の
扉
を
開
け
る
黄

金
の
カ
ギ
は
、し
っ
か
り
反
応
し
て
あ
げ

る
こ
と
と
の
こ
と
で
、存
在
を
認
め
思

い
っ
き
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
込
め
て
反
応
し

て
ほ
し
い
。そ
し
て
、年
頃
の
子
へ
接
す
る

第
一
歩
は
挨
拶
を
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と

で
し
た
。挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
で「
あ
な
た

を
認
め
て
い
る
よ
」と
伝
わ
り
、ま
ず
は
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
み
て
は
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
を
褒
め
る
こ
と
よ
り
、そ
こ
に

至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
と
価
値
観
を
褒
め
て
認

め
る
。こ
れ
が
周
波
数
を
合
わ
せ
る
コ
ツ

だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、安
藤
氏
、入
江
先

生
の
様
々
な
角
度
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
と
リ
ー
ダ
ー
像
の
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。黄
金
の
カ
ギ
は
子

ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
同
士
、親
同
士
で

も
必
要
に
な
る
カ
ギ
だ
と
再
確
認
で
き
ま

し
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
、

相
手
の
立
場
、気
持
ち
へ
寄
り
添
え
る
よ

う
に
、お
も
ん
ぱ
か
る
こ
と
な
ど
、コ
ロ
ナ

禍
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら

く
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
え
が
起
こ
り
や
す
い

現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、ま
ず
は
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
周
波
数
を
合
わ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、解
釈
力
で
前
向

き
に
こ
の
貴
重
な
子
育
て
の
期
間
を
楽
し

み
な
が
ら
親
子
で
成
長
で
き
た
ら
良
い
な

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。日
々
の
生
活
の

中
で
、な
ん
と
な
く
流
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、一
度

立
ち
止
ま
り
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

安東　優介 氏
株式会社フェニックス

代表取締役
フェニックスアカデミー

主宰

入江　誠剛 氏
福岡大学人文学部
教育・臨床心理学科

教授

　
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
緩
和
（
６
月
１
日
福

岡
県
コ
ロ
ナ
警
報
解
除
な
ど
）
で
社
会
は
、
だ
ん

だ
ん
回
復
の
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

中
学
生
を
含
む
若
者
の
い
ま
ま
で
実
施
で
き
な

か
っ
た
彼
ら
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
感
動
す
る

行
事
等
は
、
経
済
の
よ
う
に
簡
単
に
補
て
ん
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
そ
の
中
学
生
は
、
２
０
３
０
年
に
部
活

動
の
部
員
数
は
現
在
の
50
％
程
度
に
な
る
と
文
科

省
は
発
表
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
か
ら
中
学
校

で
は
部
活
動
が
成
立
で
き
な
い
人
数
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
最
近
の
報
道
で
は
、
３
年
後
に
部
活
動
は
全
て

民
間
に
委
託
す
る
と
い
う
見
識
を
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

有
識
者
会
議
で
議
論
さ
れ
て
い
る
と
い
う
報
道
ま

で
で
て
い
ま
す
（
６
月
１
日
時
点
）。
こ
の
議
論
に
、

中
学
生
や
教
員
の
意
見
は
ど
れ
だ
け
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
す
る
と
、
６
月
５
日
の
あ

る
新
聞
に
は
（
こ
の
記
者
さ
ん
は
、
き
ち
ん
と
話

せ
ば
ご
理
解
い
た
だ
け
る
人
で
あ
る
と
知
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
あ
え
て
、
申
し
上
げ
ま
す
）
ま
る

で
部
活
の
顧
問
を
し
な
い
と
管
理
職
に
な
れ
な
い

よ
う
な
教
諭
の
話
や
ほ
と
ん
ど
の
学
校
と
は
関
係

な
い
強
豪
中
の
話
で
部
活
動
を
学
校
か
ら
引
き
剥

が
そ
う
と
い
う
意
見
の
よ
う
に
感
じ
と
れ
ま
す
。

教
員
に
な
る
１
つ
の
動
機
に
部
活
動
と
い
う
選
択

肢
も
あ
る
こ
と
を
残
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
。
適

正
な
報
酬
を
与
え
、
本
業
へ
の
好
影
響
に
な
る
部

活
指
導
が
で
き
る
よ
う
な
選
択
肢
も
残
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
件
費
を
多
く

割
い
て
い
る
文
科
省
の
予
算
だ
け
で
な
く
、
他
の

省
庁
も
本
家
文
科
省
の
キ
ャ
リ
ア
官
僚
で
部
活
動

を
経
験
し
た
人
な
ん
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

確
実
に
少
な
く
な
る
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
部
活
動
指
導
を
希
望
す
る
先
生

に
は
指
導
者
と
し
て
持
続
可
能
な
部
活
動
を
ひ
と

つ
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の

地
域
で
子
ど
も
を
指
導
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り

ま
す
。
教
員
の
中
か
ら
発
掘
し
た
人
材
に
も
、
正

当
な
副
業
と
し
て
認
め
、
正
当
な
報
酬
に
よ
っ
て

子
ど
も
た
ち
が
十
分
な
指
導
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　
人
口
割
合
で
は
少
数
に
な
る
子
ど
も
た
ち
、
選

挙
権
は
な
い
け
れ
ど
も
、
未
来
を
支
え
る
貴
重
な

宝
物
で
す
。
そ
れ
を
間
近
で
接
し
て
い
る
我
々
教

員
の
意
見
が
こ
の
部
活
動
の
生
徒
の
段
階
的
な
人

口
減
少
に
応
じ
た
地
域
移
行
型
に
つ
い
て
も
正
当

に
社
会
に
伝
わ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
米
国
大
使
館
の
資
料
に
よ
る
と
「
少

数
派
は
、
政
府
が
自
分
た
ち
の
権
利
と
独
自
性
を

擁
護
し
て
く
れ
る
こ
と
を
確
信
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
が
達
成
さ
れ
た
時
、
そ
の
少
数
派
集
団

は
、
自
国
の
民
主
主
義
制
度
に
参
加
し
、
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
る
」　
す
ば
ら
し
い
未
来
を
子
ど
も

た
ち
に
！

福岡市立西陵中学校
校長　吉瀬　竜二

　昨年に続き本年も福岡市ＰＴＡ協議会と福岡市教育委員会の共催による全市一斉ＰＴ
Ａ研修講座を令和４年６月２日に収録し、７月18日までオンデマンド配信しています。
　全市一斉ＰＴＡ研修講座の中では、はじめに、福岡市ＰＴＡ協議会岡村耕二会長から、
「コロナウイルス感染防止対策が継続中の現在においても、ＳＮＳの普及や少子化により
子どもたちをとりまく環境が大きく変化していく中で私たちＰＴＡが一体となり、学校
や地域と互いに理解を深めて連携しながら社会全体で子どもたちを共に育む事が重要で
ある。」との提言がありました。
　第１部では、福岡市ＰＴＡ協議会蒲池貴子副会長から、福岡市ＰＴＡ協議会の令和４
年度の活動目標や教育予算要望、研修会、事業、広報事業などについての活動説明があ
りました。また、学校単位での各委員会のあり方についても、「各家庭の生活スタイル
も多様化しており、またコロナ禍で行動に制限を余儀なくされている中で、どんな方で
もできるところでできることを行う活動の仕方を再考していくことが重要」という今後
の単位ＰＴＡでの運営への更なる創意工夫の呼びかけがありました。
　第２部では、福岡市教育委員会田澤秀樹人権教育指導員から、「人権感覚を高めるＰ
ＴＡ活動」というテーマで、人権感覚の定義や福岡市の人権問題の現状、学校における
人権教育、保護者のかかわり方、学校・家庭・地域での共有を柱としてのＰＴＡ活動に
ついて講演いただきました。
　新たにＰＴＡ活動をされる方にとっては、組織の構成や活動の趣旨・内容が把握でき
る機会となり、組織としての今後の検討課題を共有できた有意義な時間だったのではな
いでしょうか。

全市一斉ＰＴＡ研修講座 レポート

令
和
３
年
度

福
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
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今
回
の
広
報
紙
「
ふ
よ
う
」
は
い

か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
第
一
面

に
は
広
報
紙
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞
さ

れ
た
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
紙
面
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
広
報
紙

ば
か
り
で
し
た
。

　
４
面
５
面
に
は
Ｉ
Ｔ
特
別
委
員
会

の
特
集
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
本

紙
で
は
こ
の
特
別
委
員
会
を
通
じ
て
、

広
報
紙
の
そ
の
先
に
あ
る
可
能
性
を

皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
し
た
。Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
、
あ
く

ま
で
効
率
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
本
紙
の
よ
う
な
紙
媒

体
か
ら
Ｉ
Ｔ
を
つ
な
ぎ
、
様
々
な
人

同
士
が
情
報
を
共
有
し
、
効
率
化
に

よ
っ
て
出
来
た
「
余
裕
」
で
実
際
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
を
広

げ
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
号
で
令
和
３
年
度
の
広
報
委

員
会
が
終
了
し
ま
す
。
読
者
の
皆

様
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　（
辻
　
宗
志
）

編
集
後
記

﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
能
古
島
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
波
の
声
」

﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
能
古
島
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
波
の
声
」

１
３
６
号
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
記
事
で
は
、写
真
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、

イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
深
ま
り
、
よ
か
っ
た
で
す
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
も
可
能
な
活
動
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
そ
の

工
夫
、
内
容
の
濃
い
様
々
な
講
演
会
・
研
修
会
で
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
時

期
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
わ
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。

●
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
で
す
が
、
人
生
に
は
助
け
合

い
が
必
要
な
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
あ
た
た

か
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
紹
介
で
き
る
と
よ
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

●「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
て
も
心
に
残
り
ま
す
。

01 広報紙コンクール

02
03

08 定期総会
PTA活動活性化推進事業

04
˜05『IT』でなにが変わるの？

07 いじめ防止標語コンクールみんなで
考えよう

06 会長・担当副会長合同研修会
全市一斉ＰＴＡ研修講座

おとなも子どももよりスマートに！

　福岡市内の小・中学校PTAから多数の応募をいただき、日本PTA全国協議会の基準をもとに厳正なる審査を行った結果、上記
の10校の広報紙を優秀作品として全国小・中学校PTA広報紙コンクールへ推薦させていただくことになりました。
　また、今回残念ながら優秀作品に選ばれなかった作品も、広報紙を作成された方々の工夫と努力を感じることができました。

　福岡市内の小・中学校PTAから多数の応募をいただき、日本PTA全国協議会の基準をもとに厳正なる審査を行った結果、上記
の10校の広報紙を優秀作品として全国小・中学校PTA広報紙コンクールへ推薦させていただくことになりました。
　また、今回残念ながら優秀作品に選ばれなかった作品も、広報紙を作成された方々の工夫と努力を感じることができました。

小
﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
百
道
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
も
も
ち
」

﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
百
道
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
も
も
ち
」

小
﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
三
宅
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
み
や
け
タ
イ
ム
ズ
」

﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
三
宅
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
み
や
け
タ
イ
ム
ズ
」

小

﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
笹
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
さ
さ
お
か
」

﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
笹
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
さ
さ
お
か
」

小
﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
那
珂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
那
珂
」

﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
那
珂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
那
珂
」

小
﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
春
住
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
は
る
ず
み
」

﹇
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
﹈
春
住
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

﹇
広
報
紙
名
﹈「
は
る
ず
み
」

小

［ＰＴＡ名］友泉中学校PTA
［広報紙名］「ゆうせん」
［ＰＴＡ名］友泉中学校PTA
［広報紙名］「ゆうせん」

［ＰＴＡ名］高宮中学校PTA
［広報紙名］「高宮」
［ＰＴＡ名］高宮中学校PTA
［広報紙名］「高宮」

中 中
［ＰＴＡ名］筑紫丘中学校PTA
［広報紙名］「CHIKUCHU」
［ＰＴＡ名］筑紫丘中学校PTA
［広報紙名］「CHIKUCHU」

中
［ＰＴＡ名］博多中学校PTA
［広報紙名］「博多」
［ＰＴＡ名］博多中学校PTA
［広報紙名］「博多」

中

生
か
そ
う
！

　読
者
の
声

ＰＴＡ広報紙コ
ンクール

令和４年度
教育予算要望回答に
ついての意見交換会
令和４年５月19日　オンライン（ｚｏｏｍ）

　昨年７月に福岡市ＰＴＡ協議会
が教育委員会に提出した令和４年
度の教育予算要望に対して回答書
を受理し、それに伴い市Ｐ協役員
と教育委員会関係者との意見交換
会を行いました。

会長挨拶 新役員紹介 どんなひと？

代表者会・常置委員会紹介

福岡市ＰＴＡ協議会定期総会 『みんなで育とう！！子どもとともに』
～学びを止めない“ＰＴＡの新しい活動様式”の実践～

スローガン

　５月26日、第51回福岡市ＰＴＡ協議会定期総会が開催されました。今回はももち文
化センター大ホールとオンラインのハイブリット形式での開催となり、例年よりも少なかっ
たものの、会場に足を運ばれていた方もいらっしゃいました。
　ここ数年はオンライン開催であったため中止になっていた開会行事も３年ぶりに行わ
れました。公務ご多用の中、福岡市長代理の野中晶こども未来局局長、伊藤嘉人福
岡市議会議長、石橋正信福岡市教育長ほか、多数のご来賓の皆様にご臨席いただ
きました。はじめに、福岡市ＰＴＡ協議会岡村耕二会長より「ＰＴＡ活動は、子どもた
ちのために何かすることも大切だけれども、子どもたちに、私たち大人のがんばっている
背中を見せることが大事です。」と挨拶がありました。表彰式では、福岡市のＰＴＡ活
動にご尽力いただいた団体・個人に対し、各種表彰状ならびに感謝状の贈呈が行わ
れました。
　総会では、令和３年度事業・活動報告、決算・会計監査報告のあと、令和４年度の事業・活動計画案および予算案が承認されました。続い
て令和４年度役員・会計監査案が承認され、令和４年度新体制がスタートいたしました。

　PTA活動活性化推進事業は、各学校のPTA活動をさらに活性化するとい

う目的に合致する事業に対して、福岡市PTA協議会が「PTA活動活性化推

進事業」として助成するものです。

　令和３年度はコロナ禍で活動の停滞を余儀なくされた各PTAが、アフター

コロナに向けて、誰もが参加しやすい環境づくりと活動への理解を深め、

活動を活性化させて元気なPTA活動を取り戻すことを目的に行われました。

　多数の事業提案の中から、37校が選ばれ、様々な事業が実施されました。

　特別支援学校のPTAではコロナ禍で校外活動が難しいこともあり、校内

で修学旅行気分を味わえるような活動や、プラネタリウムを実施するなど、

子どもたちの学びの機会を失わないための事業が行われました。

　また、小学校や中学校のPTAでは、密にならないよう講演を学年ごとに分け

て実施したり、屋外で密にならないようにするなど、各校工夫を凝らして事業を

実施していました。

　令和４年度もPTA活動活性化推進事業が実施されます。応募の締め切りは７月29日です。

新たな活動に取り組むチャンスです。この機会に是非応募してみてはいかがでしょうか。

Ｐ Ｔ Ａ 活 動 活 性 化 推 進 事 業

令和3年度


